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●
ズ
ン
首
相
の
履
歴

　

ズ
ン
首
相
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
表
1

の
通
り
で
あ
る
。
同
首
相
は
村
上
春
樹

氏
、
ビ
リ
ー
・
ジ
ョ
エ
ル
氏
と
同
じ
一

九
四
九
年
生
ま
れ
で
、干
支
は
丑
年（
ベ

ト
ナ
ム
で
は
水
牛
年
）
と
な
る
。
同
年

生
ま
れ
の
チ
ュ
オ
ン
・
タ
ン
・
サ
ン
国

家
主
席
と
と
も
に
、
早
く
か
ら
将
来
を

嘱
望
さ
れ
て
き
た
。
ド
イ
モ
イ
路
線
の

採
択
、
す
な
わ
ち
、
国
家
丸
抱
え
の
計

画
経
済
に
基
づ
く
経
済
運
営
か
ら
市
場

経
済
に
基
づ
く
経
済
運
営
へ
の
転
換
方

針
が
正
式
に
定
め
ら
れ
た
、
一
九
八
六

年
一
二
月
の
第
六
回
党
大
会
以
降
、
党

中
央
委
員
を
務
め
て
い
る
。
ド
イ
モ
イ

路
線
の
展
開
を
そ
の
当
初
か
ら
要
職
に

い
て
見
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

Ｎ
ｈ
ａ
ｎ
Ｄ
ａ
ｎ
紙
（
七
月
二
七
日

付
）
に
掲
載
さ
れ
た
同
首
相
の
活
動
履

歴
に
よ
れ
ば
、
ズ
ン
首
相
の
活
動
時
期

は
大
き
く
分
け
て
⑴
軍
参
加
時
代
、
⑵

地
方
勤
務
時
代
、
⑶
中
央
勤
務
時
代
、

の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
初
の
軍
参
加
時
代
は
一
九
六
一
年

一
一
月
〜
一
九
八
一
年
九
月
に
か
け
て

で
あ
る
。
一
一
、
二
歳
の
こ
ろ
か
ら
軍

に
参
加
し
、文
書
係
、連
絡
係
、看
護
師
、

補
助
医
師
（
ｙ
ｓ
ｉ
）、
政
治
委
員
な
ど

と
し
て
活
動
す
る
。
四
度
の
負
傷
経
験

を
持
ち
、
傷
兵
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

続
く
地
方
勤
務
時
代
は
一
九
八
一
年

一
〇
月
か
ら
一
九
九
四
年
一
二
月
で
あ

り
、
幹
部
養
成
学
校
で
あ
る
ハ
ノ
イ
の

グ
エ
ン
・
ア
イ
・
ク
ォ
ッ
ク
高
級
党
学

校
（
現
在
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
国
家
政
治
・

行
政
学
院
の
前
身
）
で
学
ん
だ
後
、
軍

務
に
も
就
い
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
南
部
キ

エ
ン
ザ
ン
省
に
お
い
て
党
委
副
書
記
、

人
民
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
す

る
。
そ
し
て
、
地
方
に
お
け
る
最
高
ポ

ス
ト
で
あ
る
省
党
委
書
記
に
ま
で
上
り

詰
め
る
。

　

中
央
勤
務
時
代
は
一
九
九
五
年
一
月

か
ら
始
ま
る
。
公
安
省
次
官
と
な
り
、

一
九
九
六
年
六
月
以
降
に
は
党
経
済
委

員
会
委
員
長
な
ど
を
務
め
る
。
一
九
九

七
年
九
月
に
開
か
れ
た
第
一
〇
期
第
一

回
国
会
で
フ
ァ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
カ
イ
内

閣
の
常
任
副
首
相
と
な
り
、
一
時
国
家

銀
行
総
裁
も
兼
任
す
る
。
そ
し
て
、
二

〇
〇
六
年
五
月
半
ば
か
ら
六
月
末
ま
で

開
か
れ
た
第
一
一
期
第
九
回
国
会
に
お

い
て
、
カ
イ
首
相
の
退
任
に
と
も
な
い
、

首
相
に
選
出
さ
れ
る
。
二
〇
〇
七
年
七

月
後
半
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て
開
か

れ
た
第
一
二
期
第
一
回
国
会
で
引
き
続

き
、
首
相
に
選
ば
れ
る
。
そ
し
て
、
二

〇
一
一
年
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に

開
催
さ
れ
た
第
一
三
期
第
一
回
国
会
で

継
続
し
て
首
相
の
座
に
就
く
こ
と
に

な
っ
た
。

●
新
政
府
誕
生
ま
で
の
流
れ

　

次
に
ズ
ン
首
相
と
新
政
府
成
立
ま
で

　

ベ
ト
ナ
ム
の
グ
エ
ン
・
タ
ン
・
ズ
ン
首
相
が
二
〇
一
一
年
一
〇
月
三
〇
日
〜
一
一
月
二

日
に
日
本
を
訪
れ
た
。
日
越
関
係
は
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
日
越
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ

Ｐ
Ａ
）
を
締
結
し
、
二
〇
〇
三
年
四
月
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
競
争
力
強
化
の
た
め
の
投

資
環
境
整
備
に
関
す
る
日
越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
が
二
〇
一
一
年
七
月
に
第
四

フ
ェ
ー
ズ
を
迎
え
る
な
ど
、
経
済
分
野
を
中
心
と
し
て
、
関
係
を
深
め
て
い
る
。
ま
た
、

二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
は
初
の
日
越
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
対
話
が
ハ
ノ
イ
で
開
催

さ
れ
、
経
済
問
題
に
止
ま
ら
ず
、
外
交
、
安
全
保
障
、
国
防
、
国
際
問
題
に
つ
い
て
意
見

の
交
換
が
行
わ
れ
た
。
本
稿
執
筆
現
在
、
二
回
目
の
同
対
話
は
二
〇
一
一
年
一
二
月
に
東

京
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
一
〇
月
に
ズ
ン
首
相
に
先
立
っ
て
、
フ
ン
・

ク
ア
ン
・
タ
イ
ン
国
防
相
が
来
日
し
た
際
に
は
、「
日
越
防
衛
協
力
・
交
流
に
関
す
る
覚
書
」

に
署
名
し
た
。
経
済
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
分
野
に
お
い
て
も
両
国
関
係
は
深
ま
る
方

向
に
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
七
月
二
一
日
〜
八
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
三
期
第
一
回
国
会
に
お
い

て
、
首
相
に
再
選
さ
れ
た
ズ
ン
首
相
と
、
そ
の
新
た
な
政
府
に
つ
い
て
考
え
る
。
本
稿
の

構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
最
初
に
ズ
ン
首
相
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
現
地
紙
に
基
づ
い

て
ま
と
め
た
後
、
今
回
の
ズ
ン
首
相
再
選
、
新
政
府
発
足
ま
で
の
流
れ
を
記
す
。
次
に
、

新
政
府
の
構
成
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
、
最
後
に
若
干
の
展
望
を
付
す
こ
と
に
し
た
い
。

表1　ズン首相のプロフィール
名前 グエン・タン・ズン（バー・ズン）
生年月日 1949年11月17日
出身家族 抵抗戦争幹部
出身地 カマウ省カマウ市
民族 キン族
宗教 無
教育・専門 法学士、高級政治理論
職場 政府官房
入党日 1967年6月10日（正式には1968年3月10日）
健康状態 普通、傷兵（戦時に4度負傷）
処罰 無
国会代表 第10期（1997～2002年）～第13期（2011年～）
党中央委員 第6期（1986～1991年）～第11期（2011年～）
党政治局員 第8期（1996～2001年）～第11期（2011年～）

（出所）Nhan Dan2011年7月27日付に基づき、筆者作成。
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の
流
れ
を
記
し
て
お
き
た
い
。
ズ
ン
首

相
の
首
相
再
選
に
際
し
て
は
、
二
〇
一

〇
年
に
ビ
ナ
シ
ン
経
済
集
団
（
ベ
ト
ナ

ム
造
船
工
業
総
公
司
を
母
企
業
と
す
る

コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
）の
杜ず

撰さ
ん

な
経
営
、

深
刻
な
経
営
不
振
が
ベ
ト
ナ
ム
国
内
で

大
き
な
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
や
、
長
引

く
イ
ン
フ
レ
な
ど
の
責
任
を
問
わ
れ
、

再
任
を
危
ぶ
む
声
も
聞
か
れ
た
。
し
か

し
、
結
局
、
順
当
に
再
選
を
果
た
し
て

い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
危
機
へ
の

懸
念
が
広
が
る
、
舵
取
り
が
難
し
い
時

期
の
政
府
運
営
に
際
し
、
こ
れ
ま
で
経

験
を
積
ん
で
き
た
ズ
ン
首
相
に
代
わ
る

人
物
を
求
め
る
こ
と
は
、
現
実
的
に
は

容
易
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

　

再
選
、
組
閣
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
五
月

二
二
日
、
第
一
三
期
国
会
代
表
選
挙
が

各
級
人
民
評
議
会
代
表
選
挙
と
同
時
選

挙
と
い
う
形
で
行
わ
れ
た
。
同
首
相
は

前
回
と
同
じ
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
内
の
選
挙

区
か
ら
立
候
補
し
、
九
五
・
三
八
％
の

得
票
に
よ
り
当
選
し
た
。
同
選
挙
を
受

け
て
、
七
月
二
一
日
〜
八
月
六
日
に
第

一
三
期
第
一
回
国
会
が
開
催
さ
れ
る
。

七
月
二
五
日
、
チ
ュ
オ
ン
・
タ
ン
・
サ

ン
新
国
家
主
席
の
推
薦
を
受
け
た
ズ
ン

氏
は
、国
会
代
表
団
（
同
一
の
地
方
省
・

中
央
直
属
市
か
ら
選
出
さ
れ
た
国
会
代

表
の
グ
ル
ー
プ
。
意
見
の
集
約
、
調
整

な
ど
に
あ
た
る
）
に
お
け
る

審
議
を
経
て
七
月
二
六
日
に

行
わ
れ
た
承
認
投
票
で
、
九

四
％
の
得
票
を
も
っ
て
承

認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
同
首
相
は
組
閣

作
業
に
入
る
。
八
月
一
日
に

副
首
相
ポ
ス
ト
四
、
一
八
省

と
、
省
と
同
等
レ
ベ
ル
の
四

機
関
の
計
二
二
機
関
か
ら

な
る
中
央
政
府
構
造
案
を

国
会
に
提
出
し
、
国
会
代
表

団
に
お
け
る
審
議
を
経
て
、

翌
日
に
九
七
・
八
％
の
得
票

を
も
っ
て
承
認
を
得
る
。
そ

し
て
、
同
八
月
二
日
に
は
同

政
府
構
造
案
に
沿
っ
て
政

府
閣
僚
人
事
案
を
国
会
に

提
出
す
る
。
そ
し
て
、
国
会

代
表
団
に
お
け
る
審
議
を

経
て
、
八
月
三
日
の
国
会
に

お
い
て
す
べ
て
の
閣
僚
が

過
半
数
を
上
回
る
賛
成
票

を
得
て
承
認
さ
れ
た
。

●
ズ
ン
新
内
閣
の
構
成

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の

が
第
一
三
期
新
政
府
で
あ

り
（
表
2
参
照
）、
年
齢
構

成
は
平
均
五
五
・
五
才
、
最

高
齢
六
二
才
、
最
年
少
四
八

才
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
、

表2　第13期政府閣僚の顔ぶれ

役職 名前 生年 出身地 出身
地域 学歴、教育 党務

得票
率
（％）

　首相 Nguyen Tan Dung（グエン・タン・ズン） 1949 カマウ省 南部 学士
党政治局員、
政府党幹事
委員会書記

94

◇副首相 Nguyen Xuan Phuc（グエン・スアン・フック） 1954 クアンナム省 中部 学士 党政治局員 96.2
　副首相 Hoang Trung Hai（ホアン・チュン・ハーイ） 1959 タイビン省 北部 修士 党中央委員 93.8
　副首相 Nguyen Thien Nhan（グエン・ティエン・ニャン） 1953 チャーヴィン省 南部 教授、博士 党中央委員 91.6
◇副首相 Vu Van Ninh（ヴ・ヴァン・ニン） 1955 ナムディン省 北部 修士 党中央委員 81.8
　国防相 Phung Quang Thanh（フン・クアン・タイン） 1949 ヴィンフック省 北部 学士 党政治局員 97.4
◇公安相 Tran Dai Quang（チャン・ダイ・クアン） 1956 ニンビン省 北部 教授、博士 党政治局員 95
◇外務相 Pham Binh Minh（ファム・ビン・ミン） 1959 ナムディン省 北部 修士 党中央委員 90
◇内務相 Nguyen Thai Binh（グエン・ターイ・ビン） 1954 チャーヴィン省 南部 学士 党中央委員 87.4
　司法相 Ha Hung Cuong（ハー・フン・クォン） 1953 ヴィンフック省 北部 副教授、博士 党中央委員 96.2
◇計画・投資相 Bui Quang Vinh（ブイ・クアン・ヴィン） 1953 ハノイ市 北部 学士 党中央委員 87.4
◇財政相 Vuong Dinh Hue（ヴォン・ディン・フエ） 1957 ゲアン省 中部 教授、博士 党中央委員 90.2
　工商相 Vu Huy Hoang（ヴ・フイ・ホアン） 1953 ハイフォン省 北部 博士 党中央委員 91
　農業・農村開発相 Cao Duc Phat（カオ・ドゥック・ファット） 1956 ナムディン省 北部 博士 党中央委員 93.6
◇交通・運輸相 Dinh La Thang（ディン・ラー・タイン） 1960 ナムディン省 北部 博士 党中央委員 71.2
◇建設相 Trinh Dinh Dung（チン・ディン・ズン） 1956 ヴィンフック省 北部 修士 党中央委員 92.2
◇資源・環境相 Nguyen Minh Quang（グエン・ミン・クアン） 1953 ハティン省 中部 技師 党中央委員 80.8
◇情報・通信相 Nguyen Bac Son（グエン・バック・ソン） 1953 ハノイ市 北部 博士 党中央委員 90.4
◇労働・傷病兵・
社会問題相 Pham Thi Hai Chuyen（ファム・ティ・ハーイ・チュエン） 1952 バクザン省 北部 技師 党中央委員 62.3

　文化・スポー
ツ・観光相 Hoang Tuan Anh（ホアン・トゥアン・アイン） 1952 ダナン市 中部 学士 党中央委員 81

◇科学・技術相 Nguyen Quan（グエン・クアン） 1955 タイビン省 北部 博士 党中央委員 92.8
　教育・訓練相 Pham Vu Luan（ファム・ヴ・ルアン） 1955 ハノイ市 北部 教授、博士 党中央委員 74.4
◇保健相 Nguyen Thi Kim Tien（グエン・ティ・キム・ティエン） 1959 ハティン省 中部 副教授、博士 党中央委員 79.2
　民族委員会委員長 Giang Seo Phu（ザン・セォ・フー） 1951 ラオカイ省 北部 学士 党中央委員 96
◇国家銀行総裁 Nguyen Van Binh（グエン・ヴァン・ビン） 1961 フートォ省 北部 博士 党中央委員 92
◇政府監査院院長 Huynh Phong Tranh（フイン・フォン・チャイン） 1955 ハウザン省 南部 学士 党中央委員 91.2
◇政府官房長官 Vu Duc Dam（ヴ・ドゥック・ダム） 1963 ハイズオン省 北部 博士 党中央委員 92.6

（出所）政府のウエブサイト（http://www.chinh phu.vn）掲載資料、Lao Dong紙2011年8月4日付、tuoi tre紙8月3日付に基づき、筆者作成。
（注）◇は新任。副首相の新任2人については昇格。データが不均質な部分もあるが、資料に即して記している。
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ズ
ン
新
政
府
の
特
徴
に
つ
い
て
、
第
一

二
期
政
府
発
足
時
の
状
況
と
比
較
し
つ

つ
、
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

新
政
府
の
特
徴
と
し
て
は
、
以
下
の

点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑴
副
首

相
ポ
ス
ト
を
ひ
と
つ
削
減
し
、
常
任
首

相
の
ポ
ス
ト
を
設
け
な
か
っ
た
こ
と
、

⑵
政
府
内
の
党
政
治
局
員
数
の
減
少

（
⑴
、
⑵
に
つ
い
て
は
表
２
、
3
参
照
）、

⑶
政
府
中
核
を
占
め
る
世
代
層
が
変
化

し
た
こ
と
（
表
２
、
4
参
照
）、
⑷
現

職
閣
僚
の
再
任
数
が
減
少
し
た
こ
と

（
表
２
参
照
）、
⑸
政
府
内
で
の
北
部
出

身
者
数
の
増
加
（
表
２
、
5
参
照
）、

で
あ
る
。

　

ひ
と
つ
め
の
副
首
相
ポ
ス
ト
に
つ
い

て
は
、
第
一
二
期
政
府
で
は
常
任
副
首

相
を
含
め
て
五
人
の
副
首
相
が
置
か
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
第
一
三
期
政
府
で

は
副
首
相
は
四
人
に
削
減
さ
れ
、
常
任

副
首
相
の
ポ
ス
ト
は
、
設
け
ら
れ
な

か
っ
た
。
顔
ぶ
れ
と
し
て
は
、グ
エ
ン
・

ス
ア
ン
・
フ
ッ
ク
政
府
官
房
長
官
、
ヴ
・

ヴ
ァ
ン
・
ニ
ン
財
政
相
の
二
人
が
昇
格

し
、
ホ
ア
ン
・
チ
ュ
ン
・
ハ
ー
イ
副
首

相
、
グ
エ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
・
ニ
ャ
ン
副

首
相
が
留
任
し
た
。
第
一
一
回
党
大
会

で
フ
ッ
ク
副
首
相
は
党
政
治
局
員
に
昇

格
し
て
お
り
、
筆
頭
格
の
副
首
相
と
考

え
ら
れ
る
。
常
任
副
首
相
の
ポ
ス
ト
が

な
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
同
職
責
を
務
め

て
き
た
経
済
学
博
士
の
学
位
を
持
ち
、

ズ
ン
首
相
よ
り
三
歳
年
長
の
グ
エ
ン
・

シ
ン
・
フ
ン
氏
が
閣
外
に
去
っ
た
こ
と
、

ズ
ン
首
相
の
勤
務
先
で
あ
る
政
府
官
房

の
長
を
こ
れ
ま
で
務
め
て
き
た
フ
ッ
ク

氏
の
副
首
相
就
任
な
ど
、
首
相
と
副
首

相
の
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、

ズ
ン
首
相
の
指
導
性
が
発
揮
し
や
す
い

形
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

二
点
目
の
政
府
内
の
党
政
治
局
員
数

の
減
少
に
つ
い
て
は
、
第
一
二
期
政
府

で
は
、
ズ
ン
首
相
、
フ
ン
常
任
副
首
相
、

フ
ァ
ム
・
ザ
ー
・
キ
エ
ム
副
首
相
兼
外

相
、
チ
ュ
オ
ン
・
ヴ
ィ
ン
・
チ
ュ
オ
ン

副
首
相
、
フ
ン
・
ク
ア
ン
・
タ
イ
ン
国

防
相
、
レ
ー
・
ホ
ン
・
ア
イ
ン
公
安
相

と
い
っ
た
重
量
級
の
党
政
治
局
員
六
人

が
政
府
閣
僚
を
務
め
て
き
た
。
こ
れ
に

対
し
、
第
一
三
期
政
府
の
党
政
治
局
員

は
、
ズ
ン
首
相
、
フ
ッ
ク
副
首
相
、
タ

イ
ン
国
防
相
、
チ
ャ
ン
・
ダ
イ
・
ク
ア

ン
公
安
相
の
四
人
に
止
ま
っ
て
い
る
。

単
純
に
考
え
れ
ば
、
政
府
内
の
党
政
治

局
員
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
母
体

で
あ
る
党
に
お
け
る
当
該
政
府
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
は
大
き
く
な
る
。し
た
が
っ
て
、

党
と
の
関
係
と
い
う
こ
と
か
ら
見
れ

ば
、「
軽
量
級
」
政
府
と
い
う
見
方
も

成
り
立
つ
。
ま
た
、
政
府
内
の
党
政
治

局
員
が
四
人
と
い
う
少
数
で
あ
る
た

め
、
ズ
ン
首
相
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ッ

ク
副
首
相
、
タ
イ
ン
国
防
相
、
ク
ア
ン

公
安
相
と
い
う
四
人
の
党
政
治
局
員
の

政
府
内
に
お
け
る
存
在
の
重
み
が
相
対

的
に
増
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　

三
点
目
の
政
府
中
核
を
占
め
る
世
代

層
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
生
年
分
布
を

ま
と
め
た
表
4
を
見
る
と
、
大
き
な
変

化
が
起
き
て
い
る
の
が
分
か
る
。
第
一

三
期
政
府
に
お
い
て
は
、
一
九
四
一
〜

四
五
年
生
ま
れ
の
世
代
が
い
な
く
な

り
、
一
九
五
一
〜
五

五
年
生
ま
れ
と
と
も

に
最
多
数
で
あ
っ
た

一
九
四
六
〜
五
〇
年

の
世
代
も
、
一
〇
人

か
ら
二
人
に
激
減
し

た
。
代
わ
っ
て
一
九

五
一
〜
五
五
年
生
ま

れ
の
世
代
が
第
一
二

期
政
府
の
一
〇
人
か

ら
五
人
増
の
一
五
人

と
な
り
、
第
一
三
期

政
府
に
お
い
て
中
核

世
代
を
形
成
す
る
こ

表4　第12期、第13期政府閣僚の生年分布　（人）
年代 第12期 第13期

1931～1935 0 0
1936～1940 0 0
1941～1945 3 0
1946～1950 10 2
1951～1955 10 15
1956～1960 3 8
1961～1965 0 2

（出所）Lao Dong, tuoi tre（ともに2007年8月3日付）、政府ウエブサイト
（http://www.chinh phu.vn）に基づき、筆者作成。

表5　政府閣僚の出身地域（人）
出身地域 第12期 第13期
北部 13 18
中部 6 5
南部 7 4

（出所）Lao Dong, tuoi tre（ともに2007年8月3日付）、政府ウエブサイト
（http://www.chinhphu.vn）掲載資料、Lao Dong紙2011年8月4日付に基づ
き、筆者作成。

表6　政府外の主な有力者の顔ぶれ
名前 略歴

グエン・フー・チョン・
ベトナム共産党書記長

1944年4月14日生、キン族、ハ
ノイ市出身、政治学博士、ハノ
イ市党委書記、国会議長等を経
て現職。

チュオン・タン・サン国
家主席

1949年1月12日生、キン族、ロ
ンアン省出身、法学士、ホーチ
ミン市党委書記、党経済委員会
委員長等を経て現職。

グエン・シン・フン国会
議長

1946年1月18日生、キン族、ゲ
アン省出身、経済学博士、常任
副首相等を経て現職。

レ・ホン・アイン・ベト
ナム共産党書記局常任

1949年11月12日生、キン族、
キエンザン省出身、政治学士、
公安相等を経て現職。

（出所）Nhan Dan紙2011年4月28日付などから筆者作成。

表3　第12期、第13期政府閣僚構成の比較
各項目 第12期政府 第13期政府

ポスト総数 28 27
閣僚総数（人） 26 27
副首相（人） 5 4
政治局員（人） 6 4
書記局員（人） 1 0
中央委員（人） 20 24
女性閣僚（人） 1 2

平均得票率（％）※国会承認時 90.5 88.2

（出所）tuoi tre2007年8月1日付、政府ウエブサイト（http://www.chinh 
phu.vn）掲載資料、Lao Dong紙2011年8月4日付に基づき、筆者作成。
（注）第12期、第13期ともに発足期の状況。第12期政府は副首相2人がそれ
ぞれ外相、教育・訓練相を兼務。

〈学歴〉取得最高学位について記す
学士 10 8
修士 3 4
博士 12 13
技師 1 2
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と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
一
九
五
六
〜
六
〇
年
生
ま
れ

も
第
一
二
期
の
三
人
か
ら
第
一
三
期
は

八
人
に
増
加
し
、
一
九
六
一
〜
六
五
年

生
ま
れ
の
世
代
も
新
た
に
二
人
登
場
し

て
い
る
。こ
う
し
た
世
代
の
若
返
り
は
、

長
幼
の
序
が
残
る
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て

は
、
ズ
ン
首
相
ら
年
長
者
の
指
導
性
を

高
め
る
方
向
に
作
用
す
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

五
点
目
に
つ
い
て
は
、
直
近
の
政
府

で
閣
僚
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
ケ
ー

ス
が
、
第
一
二
期
政
府
で
は
一
五
人
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
一
三
期
政
府
で

は
九
人
に
止
ま
っ
て
い
る
。
閣
僚
就
任

ま
で
に
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
て
き
て

い
る
と
は
い
え
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔
ぶ

れ
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の

こ
と
は
、
反
面
経
験
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
を
も
意
味
し
て
お
り
、
ズ
ン
首
相

を
初
め
と
す
る
閣
僚
経
験
者
の
指
導
性

が
強
く
な
る
要
因
と
な
り
う
る
。

　

最
後
の
政
府
閣
僚
の
出
身
地
域
別
分

布
に
つ
い
て
は
（
表
5
参
照
）、
南
部

出
身
者
、
中
部
出
身
者
が
減
っ
た
の
に

対
し
、
北
部
出
身
者
の
み
が
増
加
し
て

い
る
。
北
部
出
身
者
の
比
率
は
、
第
一

二
期
の
五
〇
％
か
ら
第
一
三
期
に
は
六

六
・
七
％
に
上
昇
し
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

　

ズ
ン
首
相
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
活
動

の
履
歴
と
就
任
か
ら
新
政
府
の
発
足
ま

で
の
流
れ
を
見
た
う
え
で
、
新
政
府
の

構
成
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
検
討
事
項
の

い
ず
れ
も
が
、
第
一
三
期
政
府
に
お
い

て
、
ズ
ン
首
相
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
や
す
い
条
件
が
、
整
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
。

　

分
野
別
に
見
る
と
、
経
済
分
野
で
は

ホ
ア
ン
・
チ
ュ
ン
・
ハ
ー
イ
副
首
相
、

外
交
分
野
で
は
ハ
ー
イ
首
相
と
同
世
代

の
フ
ァ
ム
・
ビ
ン
・
ミ
ン
外
相
が
立
場

的
に
は
中
心
的
な
役
割
の
一
翼
を
担
う

形
に
な
る
と
見
ら
れ
る
が
、
と
も
に
ズ

ン
首
相
と
一
〇
歳
も
年
齢
差
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
ズ
ン
首
相
の
意
向
を
経
済
分

野
、
外
交
分
野
の
政
策
に
反
映
し
や
す

い
状
況
に
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

他
方
、
軍
治
安
関
係
で
は
、
政
府
内

の
最
年
長
者
で
ズ
ン
首
相
と
同
年
生
ま

れ
の
タ
イ
ン
国
防
相
、
そ
し
て
ク
ア
ン
公

安
相
が
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
両
者

は
と
も
に
党
政
治
局
員
を
務
め
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
軍
の
活
動
に
参
加

し
、
国
に
貢
献
し
て
き
た
ズ
ン
首
相
の

履
歴
は
、
政
権
運
営
に
対
す
る
国
民
の

支
持
、
理
解
を
得
る
う
え
で
プ
ラ
ス
に

働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、

も
と
も
と
上
級
の
決
定
に
下
級
が
絶
対

的
に
従
う
こ
と
を
求
め
る
民
主
集
中
原

則
が
重
視
さ
れ
る
政
治
体
制
下
に
は
あ

る
と
は
い
え
、
上
の
命
令
に
下
が
従
う

こ
と
を
絶
対
と
す
る
軍
に
お
け
る
経
験

が
、
ズ
ン
首
相
の
政
治
手
法
の
基
礎
に

あ
る
と
す
れ
ば
、
政
府
構
成
の
現
状
に

鑑
み
て
、
ズ
ン
首
相
の
耳
に
痛
い
こ
と

で
も
正
し
い
と
見
れ
ば
提
言
し
、
時
に

反
対
さ
え
も
で
き
る
、
大
局
的
見
地
か

ら
物
事
を
見
る
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
よ
う

な
存
在
の
有
無
が
気
に
か
か
る
。

　

文
脈
、
背
景
は
異
な
る
が
、
ド
イ
モ

イ
路
線
採
択
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
に

な
っ
た
チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
元
党
書
記
長

の
動
き
の
背
後
に
は
、
顧
問
グ
ル
ー
プ

と
い
わ
れ
る
、
研
究
者
や
官
僚
か
ら
な

る
人
た
ち
の
提
言
、
助
言
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
（
古
田
元
夫
「
ド
イ
モ
イ
路
線

誕
生
時
の
党
内
論
争
―
一
九
八
四
〜
八

六
年
の
歴
史
的
分
析
」
白
石
、
竹
内
編

『
ベ
ト
ナ
ム
の
ド
イ
モ
イ
の
新
展
開
』

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
六
〜
九
ペ
ー
ジ
）。

　

ズ
ン
首
相
が
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
を

形
成
し
て
い
る
と
の
情
報
は
手
元
に
は

な
い
。

　

政
府
外
で
は
、
穏
健
派
と
さ
れ
る
グ

エ
ン
・
フ
ー
・
チ
ョ
ン
党
書
記
長
、
ズ

ン
首
相
の
ラ
イ
バ
ル
と
も
見
ら
れ
る
サ

ン
国
家
主
席
、
ズ
ン
首
相
と
関
係
が
近

い
と
見
ら
れ
る
レ
ー
・
ホ
ン
・
ア
イ
ン

党
書
記
局
常
任
、
フ
ン
国
会
議
長
（
表

6
参
照
）、
政
府
内
で
は
フ
ッ
ク
副
首

相
を
は
じ
め
と
す
る
四
副
首
相
、
タ
イ

ン
国
防
相
、
ク
ア
ン
公
安
相
、
ま
た
、

古
参
の
党
幹
部
、
要
職
歴
任
者
、
信
頼

を
得
た
知
識
人
な
ど
も
、
ズ
ン
首
相
に

意
見
、
提
言
を
行
い
得
る
立
場
と
し
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

二
〇
一
一
年
八
月
、
首
相
、
副
首
相

の
役
割
分
担
に
お
い
て
、ズ
ン
首
相
は
、

経
済
・
社
会
発
展
戦
略
、
国
防
・
保
安

工
作
な
ど
数
多
く
の
問
題
に
つ
い
て
直

接
指
導
、
指
揮
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ

た
。
ま
た
、
近
代
志
向
の
工
業
国
入
り

を
目
指
す
ベ
ト
ナ
ム
は
、
経
済
発
展
、

国
有
企
業
改
革
、
行
政
改
革
、
社
会
保

障
網
の
整
備
、
環
境
問
題
、
民
主
化
な

ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
シ
グ
ナ
ル
が
ズ
ン
首
相

の
立
場
の
「
強
さ
」
を
示
す
な
か
で
、

私
心
の
な
い
透
徹
し
た
立
場
か
ら
、
ベ

ト
ナ
ム
の
将
来
、
ベ
ト
ナ
ム
国
民
の
こ

と
を
本
当
に
大
切
に
考
え
る
、
イ
エ
ス

マ
ン
で
は
な
い
知
的
、
人
間
的
に
優
れ

た
、
ズ
ン
首
相
に
と
っ
て
の
協
力
者
、

参
謀
、
補
佐
役
、
理
解
者
の
存
在
の
有

無
が
、
今
後
五
年
間
の
ズ
ン
政
権
の
行

く
末
だ
け
で
な
く
、
二
〇
一
〇
年
（
暫

定
値
）
で
総
人
口
八
六
九
二
万
七
七
〇

〇
人
と
い
う
ベ
ト
ナ
ム
国
民
一
人
ひ
と

り
の
生
活
に
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ

る
。

（
て
ら
も
と　

み
の
る
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

東
南
ア
ジ
ア
Ⅱ
研
究
グ
ル
ー

プ
）




